
（別紙３）

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 36名 （回答者数）
24名

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

○配布する時期が遅れたりするため、決められた期間内に

配布できるよう心掛けている

○イベントが近くなると、インスタグラムの更新が止まって

しまう為、きちんと投稿をしていく

2

○あまり話せないご家庭もある為、余裕がある時や、LINE等

を用いて、情報共有を行っていく

○送迎前に職員間で伝達を行っているが、急いでいたり、忘

れていたりするため、どんな時でも伝達を忘れないよう意識

していく。

3

○毎回同じような内容にどうしてもなっていた為、担当の

職員だけでなく、全体で話し合い、内容を決めていく。

○事業所にいる場合の避難訓練のみ行っているため、お出か

け先をイメージした避難訓練を実施してもいいもしれない。

○消防署に行き、実際に消火器の使い方等教えてもらう

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

○ミーティング時に児童の様子だけではなく、職員の動きや

活動内容について等、細かい部分も話し合う時間を設ける。

○他校にも相談や事業所に来てもらい、意見をもらう。職員

の面談等も増やし、困り感やアドバイス等、話をする時間を

設ける。

2

○なるべく二人休みにならないようにお互い調整していく必要があ

る。体調管理にも努め、お互いが楽しく仕事が出来るようにする。

○他校からヘルプをお願いし、少しでも負担が減るよう、調整して

いく。

○子どもが帰ってきてからの流れや、準備をしっかり用意しておく

ことで、残っている職員の負担を軽減していく。

3

○放デイ職員で意見をまとめ、管理者に提出し、ダンス職員

と話し合う。

○子ども達の下校時間が早い時は、公園に出かけたり、思

いっきり遊べる場所に行く予定を立てる。

○期間を決めたりし、大型作品などにも取り組めるよう、ダ

ンス職員や管理者とも話し合いを行う。

○事業所名 HAPPY WORKS

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○放デイだけでなく、ダンススクールも同じ施設でやっている

ため、制限されることが多い。

○ダンスの表彰状やトロフィーや、鏡、パソコンや書類が沢

山ある為、活動するときや遊ぶときに、思いっきり遊べない

事がある。

○壁面や、作った製作物を飾りたいが、制限がある為残してお

けない。貼りっぱなしにしたいものもはがさないといけないこ

とがあり、少し困っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○清武校の職員が平均年齢が若く、経験値も低い為、対応力や

支援内容の向上がなかなか難しく感じる。

職員同士の意見交換も、気を使って出来ないときがある。

○職員同士とても仲良く、逆に気を使ってしまうように見える。年

齢も若く、まだ意見を伝える経験をあまりしていないためか、今後

気まずくなりたくない等、考えすぎてしまっている。

○経験があまりなく、何が良くなくて、何が良いのか、分からない

事が多いため、思っていても言えないことがあるのかもしれない。

○一日最大20人近く利用する清武校だが、職員配置数は守れ

ているが、送迎や休みがかぶっていると、現場にいる職員が少

なかったり、一人の負担が多くなってしまっている。

○職員数が全員いる時は、送迎に出ても現場にいる職員もお

り、手厚く支援できるため、負担も特にはない。職員が二人休

みの時は、送迎に出ると現場にいる職員が少ない為、残ってい

る職員がかなり負担がある。

○職員数が少ないと、子ども達同士のトラブルが増えたり、職

員の焦りや余裕のなさが出てしまう。

○定期的に通信、インスタグラムにて子ども達の様子や出来事

などを発信している

○その月のイベントや、活動内容を文章と写真で記載し子ども

達の様子が分かるようになっている。また、なるべく全員が写

るようにしている。

○掲載不可の子どもは、スタンプで隠したり、ぼかしたり、

写っていない写真を選んだりして、意向を尊重している

○職員と保護者間で伝達や情報を共有し、支援に活かすことが

出来ている

○送迎やお迎えの際に、その日あった出来事を共有しているた

め、保護者の気持ちやこうして欲しい等の願いを聞くことが出

来る。

○伝達を忘れしまっても、LINEや電話で伝えるようにしてお

り、共有を忘れないようにしている。

○避難訓練（火災・地震）を月一で行っており、職員、子ども

共々真剣に取り組む事が出来ている。

○南海トラフ地震がいつ起きるかわからない、小さい地震が増えて

きていると言う所で、月一で避難訓練をしている。実際に外に出

て、避難所となっている場所まで行ってみたり、アラームを鳴らし

て、パニックにならず避難できるよう取り組んでいる。

○職員が真剣に取り組む事で、子ども達も真剣に取り組んでいる

事業所における自己評価総括表公表


